５  市民憲章検討委員会会議報告

第1回市民憲章検討委員会会議報告
日    時    平成13年6月15日（金）午前10時から午後12時まで

場    所    市役所402会議室

関 係 者    出席者  13人

                市民憲章検討委員会委員  10人

                  依田和夫（委員長）、斉藤進（副委員長）、浅田勁、岡基忠信、木村郁子、

                  斎藤八郎、多賀名和枝、田中孝司、林ヒサ子、速水聖子
                事務局  3人

                  企画調整部 鈴木副部長、企画調整課 竹内総括主幹、渡辺
                傍聴者  0人

議    事    内    容
○開会

  ●企画調整部副部長あいさつ

    ・今まで基本構想そのものが市民憲章的性格を持つものであると考えてきた。しかし、21世紀

      と中核市への移行という大きな転機をきっかけに、市民が都市生活を営む道しるべとなる市

      民憲章を制定することになった。

    ・個性的な市民憲章をめざし、市民の意見を取り入れながら検討を進めていくため、昨年11月

      広報よこすかで「市民憲章（素案）」を公表し、多くの意見をいただいた。また、この委員会  

      は5人が公募市民委員である。委員会で検討した後、パブリックコメント手続条例制定に先 

      駆けて、委員会の提言を公表し、もう一度市民意見を募集する。

    ・市民憲章は平成13年12月の第4回定例会で提案の予定である。委員の皆さんには、よりよ

      い市民憲章を作り上げていくのにご協力をお願いしたい。

  ●辞令交付

    ・鈴木副部長から各委員に辞令を交付した。

１  市民憲章検討委員会委員紹介

  ●事務局（竹内総括主幹）が、資料１「市民憲章検討委員会設置要綱」に基づき、依田和夫委員

    に委員長、斉藤進委員に副委員長への就任を依頼し、了承を得た。また、追加資料１「市民憲

    章検討委員会傍聴実施要領」を説明し、この委員会を公開することについて全委員の了承を得

    た。

  ●委員長あいさつ

    ・平成8,9年度に総合計画審議会副委員長として、基本構想・基本計画の策定に関わった。総

      合計画策定の過程では、市民意見を募集し、反映させてきた。市民憲章も昨年公表した素案

      にたくさんの意見が寄せられており、この委員会も公募による市民委員を始め、多彩な委員

      が参加している。短い期間ではあるが、委員の皆さんのご協力をお願いしたい。

  ●委員自己紹介

    ・依田委員長のあいさつの後、資料2「市民憲章検討委員会委員名簿」に従い、各委員と事務

      局が簡単な自己紹介を行った。

２  市民憲章検討委員会スケジュールについて

  ●事務局（竹内総括主幹）から、資料3「市民憲章検討委員会スケジュール」を説明し、了

    承を得た。

３  市民憲章の検討について

  ●事務局（渡辺）から、（1）市民憲章に関する経過説明、（2）市民意見概要報告について説

    明し、素案（平成12年11月1日公表）を紹介した。（1）については、平成12年3月第1 

    回定例会代表質疑で市長が市民憲章制定に向けた検討を行うと答弁したこと、素案をまと

    めるに当たって、他都市の策定状況調査を行い、専門委員等の意見を聴取したこと、平成

    12年11月に素案を公表し、市民意見を聴取したこと等を説明した。（2）については、資

    料5「市民憲章に関わる市民意見の概要について」と、参考資料として代案3件を説明し

    た。

■斎藤（八）委員

  ・他都市の市民憲章では、憲法的なものと総合計画のエッセンスのようなものとどちらが多

    いか。

  ・議会答弁があったのはいつか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・他都市の市民憲章は「五箇条の御誓文」的なもので、一度制定したら、変えなくてもいい

    という思想に基づいていると思う。昭和50年代中頃に作られたものが多い。横須賀市の市

    民憲章はまちづくりの方向性を出したものにしたい。（例として、秋田市と金沢市の市民憲

    章を紹介）
     （例１  秋田市）                                      （例２  金沢市）

              ・平成12年（2000年）3月の第1回定例会で、今までは基本構想を市民憲章的な性格を持

                つものと考えてきたが、21世紀を迎えることと中核市への移行を契機に、市民憲章の制定

    を前向きに検討すると市長が答弁した。

■依田委員長

  ・各委員から素案に対する意見を出していただきたい。

■岡基委員

  ・昨年11月の意見募集の際に、代案2（資料5）を提出したが、現在はそれと少し考えが変

    わっている。代案ではいくつかのキーワードを付け加えている。

  ・横須賀の特徴は海軍基地や黒船だけでなく、地区ごとに性格が違う。そこで代案2では

    「魚・野菜などの供給基地」と「行楽地」を付け加えた。また、現在の横須賀の位置付け

    として「ベッドタウン」も加えた。

  ・まちづくりで一番重要なのは設計・デザインである。民間がプロジェクトを行う際に、市

    民憲章を参考にして、自然環境や景観を考えて設計するようになるとよい。素案の「自然

    環境を大切にし」だけでは不十分なので、「自然環境、自然景観を尊重・維持・保全・再生

    し」とした。

  ・横須賀市は地方自治体の中でＩＴ化が進んでいるので、「ＩＴ技術の活用により」を入れた。

   ・代案2では、全体のデザイン・コンセプトを示し、デザインの評価の段階で市民憲章を拠

    り所とできるようにした。デザインにおいて利便性は当り前なので、第三者に快適な感じ

    や文化的感動を与えたり、景観を復元することを評価ポイントとして加えたい。市民憲章

    を事業評価に発展していくものとしたい。

■斎藤（八）委員

  ・昨年11月の意見募集では、「抽象的な文章はやめて、具体的なイメージを描かせる憲章と

    すべきである」という意見と代案1（資料5）を提出した。

  ・「平和」という言葉を一つ取っても、そこから浮かび上がる概念に反対する人はいないと思    

    う。素案も内容的には反対するところはない。しかし、一般に、ある概念を共有するため

    には、具体的な例を挙げて、演繹的に共有することが学問的には行われている。そこで、

    代案１では、例えば「平和・安全」という言葉を具体的なイメージで共有してもらうため、

    「原子力空母や原子力産業の危険性から市民を守り」と表現した。

■田中委員

  ・素案は、人によって付け加えたい点もあるとは思うが、これではだめだと言える人も少な

    いと思う。

  ・個性的な市民憲章とは何か。内容、表現等さまざまな面が考えられるが、まず市民憲章の

    位置付けと意義を確認したい。そうしなければ、字句修正や項目の追加に終始してしまい、

    調整がつかなくなる恐れがある。

  ・総合計画は将来の横須賀のまちづくりのためにめざす戦略と戦術である。市民憲章は横須

    賀市の憲法ともいうべき存在で、首長が誰であろうと生き続けるものである。総合計画の

    上位に位置するものとして、将来に向けた戦略・戦術・政策とは色分けしたい。

  ・他都市の市民憲章が昭和50年代中頃に多く作られたのは、高度経済成長期が終わって、混

    沌としていた時代に、求心力を持たせるという意図があったのではないかと思う。他都市  

    の各種計画書には必ず市民憲章が掲載されているが、市民に根付いているかというと疑問

    である。横須賀市の市民憲章はそうであってはならない。

  ・アメリカでは自治憲章というものが積極的に作られている。それは自治体において、自分

    たちを自分たちで治めるための憲法である。かつて川崎市や逗子市でも同様の動きがあっ

    たが、議会に上程するための党派間での調整がうまくいかなかった。党派を越えて納得で

    きるものが必要である。

  ・デザイン・コンセプトに関する意見は、景観指針等があって、それで代替できれば、市民

    憲章に入れなくてもよいと思う。

■依田委員長

  ・総合計画を抜粋するという形か、憲法的なものとするか、ここで見解を統一しておきたい。

■事務局：竹内総括主幹

  ・基本構想・基本計画・実施計画は市民憲章ができる前からある。市民憲章と総合計画が違

    うのは矛盾してしまうので、市民憲章から総合計画が出てくる形の方が自然である。素案

    は市長が代わっても使えるようなものというより、政策が見える形にしている。

■岡基委員

  ・市民憲章は市民の合意事項で、最低の活動や行動を規制するものだと思う。何に合意する

    のかを考えてみると、個人の行動を規制するものであってはならないので、まちづくりに

    ポイントを絞った方が成果が出るのではないか。ソフトとハードで分けると、ソフトは当

    り障りのないものになってしまうので、ハード、中でも景観がやりやすいと思う。

■速水委員

  ・市民憲章の位置付けをはっきりさせるべきである。個人的には、憲法として、総合計画の

    上位に位置付けるのが理想的だと思う。総合計画に代わるものは、具体的に出てこない。

    素案は総合計画を集約しつつも、ふくらみがある感じがする。なるべくふくらみを持たせ

    る言葉を使って、市民にイメージを持たせるようなものとしたい。

■林委員

  ・「やさしさ」という言葉もどういう意味で使われているか、とらえ方がいろいろある。代案

    には福祉の視点が入っていないと思う。素案は基本構想をまとめたものと感じられた。

■多賀名委員

  ・市民憲章はいつまで使われるものか。基本構想は2025年までだが、25年間では短いので、

    もっと長いスパンで考えてもよいのではないか。その中で社会も大きく変わっていくと思

    う。

  ・福祉を強調した言葉や子どもの視点をもう少し具体的に入れたい。

■依田委員長

  ・市民憲章は何年間使われるのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・基本構想は2025年までである。市民憲章はできるだけ長くが理想だが、時代が大きく変わ

    れば基本構想や市民憲章も変えてもよいと思うので、柔軟に考えていきたい。

■木村委員

  ・柔軟性を持つことは大切である。「まちづくり」という言葉には「新しく作る」イメージが

    あるので、今あるものを活用するという感じで「まち育て」もよいと思う。

  ・福祉もグローバル化しているので、「多様な人々」や「市民レベルですべての人々」の中に

    福祉の視点が含まれているとよい。

■浅田委員

  ・素案の前文は４分の１から３分の１にすべきで、その方が5項目が生きてくる。

  ・文体はもう少し格調のある文体がよい。

  ・歴史の見方が黒船から取りすぎているが、三浦一族の歴史もある。

  ・5項目は日本全国に共通する当り前のことであり、あえて言わなくてもいいのではないか。

    横須賀市らしい個性が感じられない。5項目をもっと充実させたい。

  ・市民憲章は憲法的な要素もあり、基本構想を受けて、可能な限り具体的なものとした方が

    よい。ただ、ある程度抽象的になるのも避けられない。例えば、「平和」という言葉を具体

    的に表現するとしても、基地があるから平和なのか、ない方が平和なのか、人によって受

    け止め方が違うので、抽象的に「平和」と言わざるを得ない。

  ・代案を作るとすれば、１ 共生、２ 文化・歴史、３ 環境、４ 平和、５ 防災・安全、

    ６ ＩＴ等の個性あるまちづくりを整理して盛り込みたい。フロントランナーとしてもう少

    し個性のある市民憲章を作らないと、覚えてもらえない。

■斉藤（進）副委員長

  ・市民憲章とは、基本構想を踏まえて、さらに広く、これからの地域自治・市民自治に向け

    ての考え方が展開される基本的枠組みだと思う。目標年次は3世代に通じるものとして、

    3世代が共有できる価値観を探ることが必要である。

  ・全体的にはまずキーワードが大事である。素案にもキーワードがあるが、文章に入ってし

    まうと目立たない。

  ・キーワードとしては、具体的にするかは別として「平和への貢献」、「環境の重視」、福祉も

    含めた「市民自治」とこれらの基礎となる「地域の歴史」と「自然環境」だと思う。それ

    が経済の振興、活性化につながる。

  ・素案は前文が長くてバランスが悪いので、子どもにも分かりやすいものとした方がよい。

    より抽象的だが、その中に具体的な表現も入れる形がよい。

  ・市民憲章検討委員会の議論プロセスが委員の価値観を反映していると思うので、それをど

    う凝縮するかである。

■岡基委員

  ・確かに前文が長い。書きたいことをすべて入れるときりがない。21世紀と中核市を契機に

    市民憲章を制定する決意と方向性、そして市民の合意だけで、４分の１から３分の１に短

    くしてもよいと思う。

■斎藤（八）委員

  ・なるべく具体例を挙げて、憲法的な代案を作った。基本構想よりも市民憲章を先に作るの

    なら違う方法もあるが、今回の場合、プロジェクトのチェックポイントとして戻れるよう

    なものがよいと思う。

  ・3世代というと、100年ぐらいは持つものを考える必要がある。

  ・前文は長すぎる。代案には福祉が入っていないということだが、個性的な市民憲章するた

    め、横須賀市に固有のものは本文に、福祉・高齢化等人類全体の傾向・課題やグローバル

    な抽象的概念は前文に入れたらどうか。

■依田委員長

  ・事務局から意見はあるか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・追加したい言葉や内容、代案を委員から改めて提出してもらって、次回までに修正案を出

    すこととしたい。

■斎藤（八）委員

  ・委員長の意見も聞きたい。ぜひ方向性を示してほしい。

■依田委員長

  ・憲章という言葉はやはり憲法と結びつく。基本構想はハードに偏っていると思う。

■岡基委員

  ・まちづくりに取り組むための合意事項ではどうか。

■依田委員長

  ・基本構想の要約にとどめるか、基本構想の延長線上にはあるが、そのものは書いていない

    福祉や教育も含めるのか、市民生活全体に拡張したものにするのか、市民憲章が対象とす

    る範囲を考える必要がある。

  ・個性を出しながら、併せて抽象概念を出せるのかという問題もある。

  ・憲章であって、規範ではない。

■岡基委員

  ・指針ではないのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・指針とは、新しい政策や条例を作る時のチェックポイントである。市民憲章は少し大きく

    考えた方がよい。

■岡基委員

  ・5項目はソフトの面は不足しているが、ハードでは、老人や子どもを意識しており、バリ

    アフリーに効果がある気がする。

■林委員

  ・素案を事務局が作る時に基本構想を基にしたのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・その通りである。

■林委員

  ・文章は受け手と与え手の両面から考えると深くなる。市民憲章を目標ととらえるなら、「ま

    ちをつくります」は「めざします」、「しましょう」でもよいのではないか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・基本構想は中学3年生が理解できる言葉を前提に考えた。市民憲章も市民が平均的に理解

    できるものがよいと思う。

■林委員

  ・素案は検討材料として受け止めている。

■田中委員

  ・「つくります」、「めざします」、「しましょう」は誰が誰に対して言っていることか。また、

   「～はしません」という表現のアプローチもある。

  ・市民憲章には、当り前だがこれまでできていなかったことを載せるのか、当り前ではなく

    決意を載せるのか。個性といっても、横須賀市でないとできないことがあるのか。どこで

    も通じるものだから、必ずしもよくないというわけではない。横須賀市でできることは世

    界にも通じるということでもよいのではないか。同じ思いを伝えるのに、表現を個性的に

    するという方法もある。

  ・キーワードとしては、中核市となったので、「市民自治」のウエイトが高い。その他、「持

    続可能性」、「世代間の継承」もある。

■斎藤（八）委員

  ・議会で、市長と議員は市民憲章についてどの程度議論したのか。議事録をいただきたい。

■事務局：竹内総括主幹

  ・個々の議論は承知していないが、ここ2～3年、議会で市民憲章についての質問が出ている。

    基本構想策定の際に、基本構想の中に市民憲章的な精神を入れようということだったので、

    市長にも市民憲章という意識があったと思う。本会議の議事録は次回お渡しする。

■依田委員長

  ・今後の進め方は事務局から提案があったように、一定の期間までに各委員に意見を出して

    もらい、事務局が第2次素案を作るということとする。それを次回検討する。

  ・次回の状況によっては、委員から数人を選び、起草委員になってもらうことも考えられる。

■事務局：竹内総括主幹

  ・6月25日（月）までに意見を事務局あて提出していただきたい。第2次素案は6月29日

  （金）までに送付する。第2回委員会終了後、第3回委員会までに第3次素案を作成する。

■林委員

  ・市民憲章の解説書を作る予定はあるか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・市民憲章とは何か、期間、他都市の例等を説明として加えたいと思う。

■依田委員長

  ・他都市では市民憲章を石碑に彫って、市役所に置いている例があるが、制定後の掲示はど

    のようにするのか。

■事務局：竹内総括主幹

  ・掲示方法についても委員会としての提言に含めてほしい。予定では、リーフレット、イン

    ターネット、広報、記者発表、パネル等で周知する。石碑は必要性も含め、これからの検

    討となる。また、各種計画書には必ず市民憲章を入れてもらうようにしたい。

■依田委員長

  ・一時的に広報で周知するだけではなく、広報に毎回市民憲章コーナーを設けて、経年的に

    知らせるとよい。掲示方法も検討してもらいたい。石碑を作る場合は字数が影響してくる

    こともある。

.４  次回委員会の開催について

  ●第2回委員会、第3回委員会について、日時・場所等を確認して、閉会した。

以  上

健康で働き、豊かなまちをつくりましょう。


あたたかく交わり、明るいまちをつくりましょう。


きまりを守り、住みよいまちをつくりましょう。


環境をととのえ、きれいなまちをつくりましょう。


教養を高め、文化のまちをつくりましょう。








ひらこう  世界と未来に  心の窓を


めざそう  いきいきと明るい  くらしの創造を


まもろう  美しい心と  ふるさとの自然を


つなごう  みんなの力で  まちづくりの手を


きずこう  個性ゆたかな  あすの金沢を
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